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1主 題の設定

1主 題設定の理 由

我が国の社会 は、科学技術の発達 、情報化の進展、国際化、産業構造 の変化、生涯学 習社

会 の到来 な ど急激 に変化 している。この社会の変化 に対応 して、学校教 育 も時代の要請 に応

じていか なけれ ばならない。

第16期 中央教育審議会の第一次答 申で は 「ゆ と り」 の中で 「生 きる力」 を育む ことを、 第

二次 答 申において は、「個性 尊重 の理 念に基づ き選択の機会 を広 げ、 能力 に応 じた教 育 を充

実 する」 ことを重視 してい る。

これ らの理念 に基づ き、都教育委員会は、21世 紀 に向けて魅力 ある都立 高校 を目指 した学

校改 革 を進めている。『都立高校改革推進計画 ・第2次 実施計画』 におい て は、改 革 の基 本

方針 の一 つに 「開かれた学校 の推 進」 が掲 げ られ、中学校 や大学等 との連携 、保護者 や 地域

との連携 、地域 の教 育力の導 入な どを進 め、開かれた学校づ くりを一層推進す る必要性 が 述

べ られている。

また、現在 、都 立高校 に入学 して くる生徒 は従来 に も増 して一層多様化 してお り、学校 が

抱 える多 くの課題 の解 決のために も、「学校内の努力 にとどまらず、保 護者 、地 域 、 関係 機

関等 との連携 ・協 力 を大胆 に求 めてい く必要が ある」 と 「都立高校等あ り方検討委員会 報 告

書』(平 成10年3月)に も述べ られてい る。

この ような要請 に応 え、学校運営や教育 内容 に保護者や地域住民の意見 を取 り入 れる ため

の システム として、学校運営連絡協議会 を設置す ることとな り、今 年度か ら一部の都立 高校

におい て試行 されている。平成11年 度教育経営部会では、平成10年 度教育研 究員報告書 「V

まとめ と今後の課題」 を参考 に、学校運営連絡協 議会 の全校 実施 を視野 に入れて 、学 校 を

外部 に向 けて積極的 に開 くため には どの ような対応 が校 内 においてな され るべ きか を中心 と

して研究す るため に、「開かれた学校づ くりの推進 一魅力 ある都 立学 校 を 目指 して 一」 を

研 究主題 として設定 した。

2研 究内容

開かれた学校づ くりの重要性 は、平成10年 度の教育経営部会 が 「教員一 人一 人の意識改 革

を通 して開かれた学校づ くりを推進す る学校運営 のあ り方」 で述べ ている。 さらに、平成10

年度 「東京の教育21」 研究開発委員会では、学校運営連絡協議会 の設 置の必要性 を述べ てい

る。

そ こで、今年度の教育経営部会では、各学校 が学校運営連絡協議会 を行 う場合 に必要 とさ

れる要素 を検 討 した。学校の教育活動 の中心 となる授業 を公 開す るこ とが 、開かれた学 校 の

基 本 となること。次 に、教育活動の改 善す るためには、学校 の教育活動全体 を把握 する必 要

が あ り、ア ンケー トに基づいて 「学校評価」 を実施す る必要があ ること。 また、これ らの 努

力 を学校 内だけて終わ らせるのではな く、広 く保護者や地域住民 に広報す る必要が ある と考

えた。そ こで、「授業公 開」、「学校評価」、「広報活動」 を学校運 営連 絡協 議会 と と もに、 開

か れた学校づ くりのキー ワー ドと し、3つ の分科会で研究 を深めた。
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(1)「 常に開か れた学校」 を見据 えた授業公開の試 み

授業 を公 開す ることに抵抗感 をもつ教員は多い。そ こで、授業 を公 開するの に抵抗 感 を

もたず に行 うには どう した らよいか。その問題 点の解決策 を まとめる。 日頃行 っている こ

とをその まま公開す るには、教員の意識改革 と身近 な所 にあるち ょっ と した工 夫 をす れ ば

で きるのでは ないか、 と考 えた。そ こで、 ビデオを通 しての授業改 善や教員 が一 日生徒 と

なって授業 を体験 す る試みや、社会 人が参加す る授業 の形態 を紹介 した。

(2)開 かれた学校づ くりを推進す るための学校評価 と有効活用の工夫

開かれた学校 づ くりを推 進す るためには積極 的、組織 的な学校評価が必要 とな る。 そ こ

で、学校運 営連絡協 議会が全校 に設置 される ことを視野 に入 れ、評価方法 とその活用 につ

いて研究 を行 った。 まず、学校 評価 に対する教員 の意識調査 を行 い、評価者 と質問事項 の

関係 を 「評価 項 目対照 表」で示 し、質問項 目の基準案 を作成 した。次 に、それに基づ いて

学校評価 を3種 類試行 し、結果 を分析 した。 さらに、これ らの試行結果 を もとに、学校 評

価 を活用す るためのい くつかの提案 を行 った。

(3)開 かれた学校 づ くりを目指 した広報活動 の推進

都立高校 においては、 これ まで も各学校 の実態 に応 じて、様 々な形で広報活動 を行 って

きた。

しか しなが ら、多 くの場合 、生徒 とその保護者、 中学校への学校紹介程度 に とどまって

い たのが現状 である。これか らの都立高校 は、広 く地域社会 に対 して学校情報 を積極 的 に

発信す る とともに、都民 の意向 を学校運営 に反映 させ てい くこ とが大切である。ここでは、

地域社会 に対 して開かれた学校づ くりを推進す るために、イ ンターネ ッ トの活用 やス クー

ル レターの具体 的な作成例 を示 し、 これか らの広報活動の方向性 を示 した。
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II「 常に開かれた学校」を見据えた授業公開の試み

1は じめに

開か れた学校 とは、保 護者 や地域 の人々がいつで も授業参観や学校見学がで き、施設が い

つで も開放 され、学校 の運営 に保護者 や地域 の方 々の意見や考 えを反映で きるこ とである。

常 に授業公 開 している学校 は まだ少 ない ようであ る。そこで、本分科会で は 「常 に開か れ

た学校」の授業公 開の試 み として、「身近 にある学校 開放へ のアプ ローチ」、 「参 加 型 の授業

公開 による学校 開放へ のワ ンステ ップ」の立場か ら研 究 ・実践 を積み重 ねて きた。

「授業計画 を公 開 しよ う」で は、誰 もが手軽 に作成で きる授 業計画のステ ップを示 した。

身近 にあ る資料 を活用 し、公 開で きる指導計画の作成 を提案 してい る。

「授業 に異 なる視点 を もとう」で は、① ビデ オによる授業撮 影、②教員 による一 日生徒 体

験 、③ ティームテ ィーチ ングの活用の三つの実践 を提案 している。それぞれの実践 は、通年

での授業公開 を前提 と した ものであ る。

「参加型授業公開 による学校開放への ワンステ ップ」 では、開かれた学校 を推 進 して行 く

上 での新 しい試み と して、保護者や地域 の方々に実際に授業 に参加 して もらう実践 を試みた。

こ う した試み によって授業公開の もつ広い意義や成果 が意識 される ようにな り、教職員 の意

識改革 を促 す ことがで きると考えた。

2身 近 にある学校開放 へのアプローチ

(1)授 業公 開に授業計 画 を活用 しよう

「授業公 開の定着 に関す るプロセス」 や 「授業公開 による教員の意識改革」へ の試 み に

ついて は、平成10年 度教育経営部会 の報告書の 「生徒 に開かれ た学校 」で既 に提案 され

てい る。それによれば、授業 を公 開す るに当た って は、常に次の ことを準備 してお く必要

があ ると考 える。

① 受付 に関す るもの(参 観者の記録、案内図の配布 、ア ンケー ト等)

② 校内案内図(教 室の配置図)

③ 当 日の時間割(ク ラス と授 業の科 目が分かる もの)

④ 年 間授 業計画(各 科 目で今 何 を教えているか、授業 の内容 がわかる ように記 述 され て

いる もの)

「授業公 開の定 着 に関するプ ロセス」

で提案 されたシ ラバス、は上記④ に該 当

す る。 しか し、現状 ではあ ま り作 成 され

てい ない。そ こで、本分科会 では、授業

計画 の作成 をシラバ ス作 成の第一段 階 と

捉 え、誰 で も簡単 に作 成で きる授業計画

の作成方法 を提案 する。

身近 にあ る授業計画作成 のステ ップ

ステ ップ1定 期考査 を保存す る。

授 業計画作成 のステ ップ

授業記録 定期考査保存

y

授業計画作成 公開

賄/轡
授業改善
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定期考 査 を保存 し、指導内容 、重点 項

目、指導 期間等 を計画作成の際の資料 と

す る。

ス テ ップ2カ レンダー に付 箋 を貼 る 。

年 度 当 初 、 月 ご との(週 ご と)の カ レ ン

ダ ー を作 成 し、 そ こ に指 導 を終 え た 項 目

や 内 容 を剥 がせ る付 箋 で貼 る 。計 画 作 成

の 際 に 、年 間 の 反省 を考慮 しなが ら貼 る。

ステ ップ3授 業記録 を活用す る。

例 の ように授 業記録 を1年 間つ けてお

く。実施上 の問題点や反省 、生徒の 反応

等 を細か く記録 し、次年度 、年 間指導 計

画 を作 成す る際の参考 となるようにする。

'年間授業計 画表(数 学科)

月 4月

週 第1週 第2週 悌3週 第4週

数学A

1年

担当

○○○

○○○

数 と式

(整i式の加法減法)

亥巣
ト 兀

(整式の乗法除法)

2年

担当

E三 角 関数 》

(一般角)(三 角 関数)(三 角関数の性質)

小

授業記録の例 ○○○担 当(○ 月○ 日～○ 日)

(2)授 業 に異 な る視 点 を も と う

① ビデ オ に よ る授 業 撮 影

授 業 公 開が 実 現 され る に は 、 い くつ

か の ス テ ップ が必 要 で あ る 。 実 施 を 困

難 に して い る一 つ の 要 素 に 、 教 員 の

「他 人 に公 開 す る こ と は 、 正 直 に い っ

て まだ まだ 抵 抗 感 が あ る 。」 とい う意

識 が 根 強 い 。 そ こで 、 他 人 に見 られ る

前 に 、先 ず 自分 の授 業 を ビデ オ に撮 って 、 自分 を客 観 的 に見 つ め て み よ う。 自分 の 授 業

に 自信 が もて る よ う に な る と 、授 業 公 開 に も自信 が もて る よ う に な る 。 また 、手 軽 に で

きる 自己改 革 の 一 方 法 で あ る。

月 火 水

1-8数 学1

1 2次 関数の グラフ

p25_p27

平方完成できない者

多い

限
次 回は復習 してか ら

2-7数 学n 1-3数 学

2 円と直線の位置関係 等差数列の一般項

p30～p32 p58～p62

判 別式 を忘 れて い る ほとんどの生徒が

もう一 度確認 す る必 理解 している。

限
要 あ り

い

本年度実施 した 「ビデオによる授業撮影」の概要

1

2

0
G

盈
任

民
U

実

日

科

対

内

施 校

時

目

象

容

都 立 永 福 高 等 学 校

平 成11年10月26日(火)4時 間 目

「現 代 文 」

2年1組34名

教 室 の 後 ろ に ビデ オ を設 置 し、50分 間 、

全 て撮 影 す る 。

自分 自身の授業 内容 を

ア 生徒の感想や 反応

突然の ビデオ撮影 に生徒 は驚 いた様子 であったが 、非常 に協力 的であった。

イ 実施者の感想

予想外 に多 くの欠点 に気付 いた。た とえば、言葉づ かいが乱暴 であ るとか、板書 の

文字が流 れる とか、励 ます よ りもけなす発言 が多 いな ど。実施者 に も少 なか らず抵抗 感
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があ ったが 、実際 に行 ってみ ると、それ を上 回る成果 が期待 で きることが分かる。また、

自分 を客観視で きる目を養 えれば、他人 に見せ る までは もう一歩 である。同 じ教科の教

員 同士 で撮影 し合 えば、教科 と しての反省会 も開 くことが で き、研修 につなげ ること も

で きる。 ビデ オ撮 影の前段 階 と して、ポケ ッ トにカセ ッ トテープを入 れて、声 だけを録

音 する こと も可能であ る。抵抗感の少 ない ものか ら順次取組 み、次 第に発 展 させてい く

ことが大切であ る。

② 教員 に よる一 日生徒体験

教員 が生徒の立場 に立 って一 日学校生活を体験 する ことで、授業 を見 る側の 目を通 し

て、授 業公開の意義や よい点 を見いだそ うと考 えた。 この一 日生徒体験 は特別 な準備 を

を必要 とせず、気楽 にで きる。

本年度実施 した教員 による 「一 日生徒体験」 の概要

1実 施 校

2日 時

3対 象 クラス

4内 容

都立永福高等 学校

平成11年9月13日(月)第1校 時～第6校 時及び放 課後

1年7組 生徒数33名(男 子18名 、女子15名)

教員が 「一 日生徒」 にな り、始業 か ら終 業 まで授業 に出席 し、休

み時 間や昼食及び放課後(清 掃)も 生徒 と一緒 に行動 す る。

ア 生徒 の反応

予想外 に緊張感や違和感 を もたず に教員 を受入れ、大変協 力的であ った。

イ 授業者 の感想

授業開始 当初 は、教員が 出席す るこ とで多少緊張 した。 しか し、やがて生徒 とな った

教員が生徒の なか に とけ込 んで授 業 に集 中する ことがで きた。 さ らに、 「生徒 教員 」 を

指名すれ ば授業が活発 になった。

ウ 体験者 の感想

普段経験 しない生徒 の姿 を見 られ 、生徒 との距離が近 くな り、生徒理解 を深 める点 で

大変有意義 である。6時 間の授業 を身を もって体験す ることによ り、 自 らの授業 の在 り

方 も見つ めなおす よい機会 となった。

③ テ イームテ イーチ ング(TT)

各教科 の授業 は一 人で考え立案 し、指導計画 を作成す るこ とが多い。TTを 導 入す る

ことに よ り、教員 同士 が授業 の指導 内容 や指導方法 について事前 に十分話 し合 うこ とが

必要 となって くる。 これが、教員の意識 の変革 につ なが り、授業公開へ の抵抗感 を薄 め

てい くことにもなる。教員 同士 のTTに 抵抗感が ある場合 には、あるテーマ につい て地

域 の人材 を活用 し、 ともに授業 を行 う方法が考 えられる。本分科会の調査で も保護 者 の

なかに 「機会 があれば、学校 で授業 を行 ってみた い」 と答 えて いる人が いる。多様 な経

験 を もつ保護者 や地域住民 に授業 の中で協力 を していただ くこ とによ り、結果 的に授 業

公 開へ とつなげる方法 も有効 である。
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3参 加型授 業公開に よる学校開放への ワンステ ップ て

(1)開 かれた学校づ くりのための授業開放試案

平 成9年 度教育経営部会 は、中学校への 「出張授 業」 を提 言 し、平成10年 度 では 「訪

問授 業」 を実施 してい る。この研究授業 を発展的 に研 究する視点か ら、教職員 と生徒 に理

解 と協 力 を求 め、自 らが検証者 にな りなが ら、開かれた学校 を体験 す る試み を行 った。対

象 を中学生 か ら社会人 に して、平常授業 に体験参加 して もらう 「社会人が参加す る授業」

と した。

開かれ た学校 を実現 するための授業 開放 プロセ スは、まず 、保護者の授業参加 が考 え ら

れ るが、今 回は もう一歩進 んで直接 「外部(地 域)」 へ授業 を開 放す るこ とを試 み た。 公

開講座 とは違 った形態 で、生徒 を含 め学校 をまるご と見 るなか で、学校へ の興 味や理解 を

深め て もらうために、地域住民 の参加 に よる授業 開放 を研究 した。

本年 度実施 した 「社会人が参 加す る授業」 の概要

1

2

実 施 校 都 立 五 日市 高等 学 校

日時 ・科 目 平 成11年10月7日(木

10月13日(水

10月14日(木

10月15日(金

10月20日(水

)1・2時 間 目(8:50～10:40)マ ル チ メ デ ィ ア

〃 情 報 処 理

〃 マ ル チ メ デ ィ ア

1時 間 目(8:50～9:40)情 報 処 理

1・2時 間 目(8:50～10:40)情 報 処 理

3

4

只
U

農
U

7

授業 ・形態 マルチ メディア3年 普通科 選択科 目

情報処理2年 普通科 必履修科 目

対 象 東京都あ きる野市在住市民7名

授 業 者 商業科教員4名

内 容

マ ルチ メデ ィア(計4時 間)

ア 授業 のテーマ

イ 今年 度のテーマ 「見学者 のための学校案内」の作成

生徒 数16名

生徒 数33名

イ ン ター ネ ッ ト ・ホー ム ペ ー ジの 作 成

「パ ソコ ンを利 用 して 自己 表 現(プ レゼ ン テ ー シ ョ ン)を 行 う」

「秋川流域 の 自然 と観光案内」 をテーマ にホームペ ージの作成

情報処理(計5時 間)関 数 を使用 した表計算 ソフ トによる情報処理

ア 授業 のテーマ パ ソコンを利用 して情報 を処理す る技術や知識の学習

イ 今年 度のテーマ 資格検定取得 のための関数 を使用 した表計算 ソフ ト学習

プ レゼ ンテーシ ョンソフ トを使用 したパ ソ コン利用学 習

体験方 法

年 間計 画 に沿 った平常授業 に、その まま体験参加 していただ く。時間割 の入 れ替 え

清掃等特 別 な変更 ・準備は一切行わ ない。

8募 集方法

公開講座(表 計算 ソフ ト使用)参 加者の方 に、平常 の授業予定 を公 開 し、参 加 を呼 び

かけ、応募のあ った方 に参加 していただいた。
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(2)校 内の協 力体制 と準 備

① 今年度 の教育経営 部会 のテーマ 「開かれた学校」の推 進の趣 旨を説 明 し、社会人体 験

参加研究授業実施 を教科(商 業科)に 依頼 し、賛同 を得て、上記二科 目の実施 を決定 し

た。

② 準備時 間の関係 で公開講座参加者 に、前掲 「授業の概 要」 にある授 業内容 と予定 で参

加希望者 を募集 した。男性1名 、女性6名 の応募があ り、共 に全 日程 の参加希望で あ っ

た。

③ 授業参加体験 の試み に期待 した成果

ア 学校 の施設や教育力 を開放 し、生徒 とともに学ぶ体験 を通 して、都立高校の 日常 生

活 に接 して もらい、学校 の理解 の深化 を図 る。

イ 社会 に出て も学び続ける人がいるこ とを、生徒 に身近 に体感 させ る こ とによ り、生

徒 の学 習意欲の向上 を図る。

(3)参 加者 の感想 と成 果

「コ ンピュー タの知識 を豊 かに したい(6名)」 とい う明 確 な 目的 を もった参加 者 が多

く、全員無遅刻無 欠席 で終了 した。初歩的 な知識 は公開講座で学習 してい るので実習 の授

業 中は真剣 で、教員へ の質問回数 も多 く専 門的 にな り、近 くの生徒 に聞 くなどの交流 もあっ

た。

「今 後 もこの ような企画があった ら何 らかの形で参加 したい」 と全員が 回答 している。

休 み時 間 も教室 にいて、 まる ごと高等学校 を体験 して もらった。公開講座 と違 って、生徒

の反応 や授 業へ の不 安 をもっていた ようだが、生徒 に好感 をもち 「もっと触 れ合 いたか っ

た」 と感想 にある。生徒 と学校 に対 する好感度 も増 し理解 を深めて もらうこ とが で きた。

(4)校 内の反応 と成果

① 生徒 の反応等

全 体の負担感は予想 よ りも少なかった。参加者 に恵 まれ たせい もあ り、廊下 で気軽 に

生徒 に挨拶 し、生 徒 も挨拶 を返 していた。授業 開始時 に注意 を受 けることの多い生徒 も、

普段 よ りきちん と している ような面 もあ り、微笑 まし数 日であ った。 この体験 を嫌 が る

生徒 は な く、「また体験 したい」 とい う反応は予想以上に多か った。
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② 教員の反応

教員の感想 は、 この体験授業 に 「反対」 「どちらか とい うと反対」 を合 わせ て も1人 で 、

「賛成」 「どち らか とい うと賛成」 が9人(41%)で 多か った。 「機 会 があ れ ばや っ てみ

た い」 とい う回答 も6人(27%)あ った。意見 として は、 「生 徒 に程 よい 緊張 感 を与 え

るこ とがで きる」 「熱心 な姿 を見て、生徒 が何 か気付いて くれた らいい」「学校の実情 を知っ

て もらうには よい機会」 「社会人の向学心 に触れて、生 涯学習 の よい お手本 にな った」 な

ど、肯定的 な回答 が多 かった。

(5)問 題点 ・課題

① 授業公 開の成功 は、意欲 ある参加者 による面が大 きい。 しか し、熱心 な参加者が 多 け

れば授業 中の質問 も多 くな り、教員の負担 は大 きくなる。実習型の授業で は設備 の面 で

の制約 もあ り、3～4名 の参加が 限度で はないか と思われ る。講義型の授業で は検 証 し

ていないが 、「多様 な生徒 をかか えている場合 講義形式 の授 業 で は困難 が伴 う」 との予

想 もある。

② 実習 の多 い授業 に関 して言 えば、積極 的に生徒の間 に入 って もらい 、教 え合 う形 式 を

拡大で きた ら、期 間 を限定 して実施 回数 を増やす ことも可能であ ると考 える。

③ 教員 の間には 「開放」 とい う言葉へ のこだわ りは強い。「どこまでや るの か」 を よ り

明確 に し、学校へ の理解 を深 めるためや教育改革 としての位置付け を明確 にす る必 要 が

あ る。

④ 社会教育や生涯学習 の一環 として開放授業 をとらえ、予算 ・人事面で行政の支援 体 制

が とれ るな ら、授業 開放の実施拡大の余地 は大 き くなると考 える。

⑤ 参加者の意欲 を事前 に どの ように把握す るかは、大 きな課題であ る。

参加型授業公 開につ いての意識調査

普通科2校 、商業科1校 の保護者への ア ンケー ト集計(回 答56枚 回収率51.4%)

① 授 業参観 につい て 「で きるだけ参加」「都合がつ けば参加」66%

② 授 業参加 について 「生徒の授業 に、保護者や地域住 民が参加 す るの をどう思 うか」

賛成36名(64.3%)賛 成のお もな理 由

「地域 とのかかわ りが必要」「先生 の専 門的知識 を大人 に も伝授 してほ しい」

「生徒 の様子がわか るので」「よい面 での緊張感がで るので はないか」

反対8名(14.3%)反 対 のお もな理 由

「生徒 の授業 に支障があ る」

③ 講 師 ・指導補助者 と しての参加 について

「講 師や指導補助者 と して授 業へ の参加依 頼を受 けていただけるか」

受 ける10名(17.9%)受 けない46名(82.1%)

④ まとめ

保護者 や地域住民 の授 業参加 とい うと、特別 な試みの ように思われが ちだが 、意 外 に

要望が 強い ことがア ンケー トか らわかる。 また、保護者の授 業への指導補助者 と して の

積極的 な参加 の姿勢 も伺 える。問題点 を検討 し実現 してい くことが地域 や保護者 との連

携 につ なが り、真 に開かれた学校へ と発展 してい くと考 える。
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皿 開かれた学校づ くりを推進するための学校評価 と有効活用の工夫
一学校運営連絡協議会の学校評価に向けての試行一

1は じめ に

学校運営連絡協議会 の全都的実施 に ともない、各都立高校 で外部評価 を導入す るため の工

夫が不可欠 となった。 ここでは教員 に意識調査 を行い、それ をもとに評価 基準案 を作成 し、

有効 な学校評価がで きる ように、段階的 な実施方法 を例示 した。 は じめは簡単 な学校 の印象

を尋ね る もの か ら、徐 々に本格的 な評価 になるよう3段 階 を設定 し、結果 と分析の要点 を ま

とめ た。

学校評価 の段階別 実施概要

段階 評価実施の機会 評価の特徴 評価者

i 学校見学会 、学校訪 問 「イ メー ジ評 価 」、 第 一 印象 中学生 とその保護者

2 学校説 明会 、授業公 開 「イ メー ジ評 価 」、 教 育 活動 の 評 価 同上、地域住民

3 日常 の教育活動 、授業 公開 教育活動全般の学校評価 在校生 とその保護者

第3回 学校運営連 絡協議会(評 価委員会)で 学校評価の結果 を検討

第1段 階で は学校の印象 を尋ね る 「学校 イメージ評価」 に重 点 を置 く。 これ は学校見学 や

訪問 に来 た中学生 と保護者 に、学校の第一印象 を尋ね るものであ る。第2段 階で は授業 公 開

等 を通 して、評価者 として地域住民 も加 え 「学校 イメージ評価 」 を行 う。 これ によ り、学校

に対 して周 囲が抱 いている印象 の概要 を把握す る。第3段 階では、 日常の教育活動 の中心 で

ある生徒 とその保護者 に学校評価 を実施す る。内部の教職員 は、今 まで外部評価 を受 け る機

会 があ ま りなかった。その ような状況 を踏 まえて段階的 に実施で き、模索 してい く方法 を検

討 した。 また、評価 の後、その結果 を活用 で きない現状 もある。 ここで は、この結 果 と分析

をもとに、身近です ぐに活用で きる方 向性 を提示 してみた。

学 校 評 価(概 念 図)評 価には多様なものがある

地 域 社 会 覧、。◆

(都 民)

中学校生徒 ・保護者

学 校 運 営 連 絡 協 議 会

保護者代表 ・地域の有識者 ・関係機関の長　 　 '鱒韓

徒4・ ・憐 憂 ・。。

■
価
旧
評
■・
見
軸
意
O

校
被 長

頭

事務(室)長

授

業

公
開

・
研

修

声
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2学 校評価 に関す る教員の意識 につ いて

(1)ア ンケー ト調査の実施

学校評価 につい て考察 を始 めるにあたって、教員 は学校評価 を実施す るこ とにつ いて どの

よ うに感 じてい るのか 、教育研究員 の所属校 の教員(137名)に 対 してア ンケー ト調査 を行 っ

た。調 査項 目は以下の よ うな ものである。

【調査項 目】① 学校評価 の有効性 とその理由

② 学校評価 を実施す ることに抵抗 を感 じる理由

③ 評価 を受け るこ とをどの ように感 じるのか(評 価者 別 に)

④ 評価 結果 をどの範囲 まで知 らせ るべ きか

(2)調 査結果 と考察

学校評価の有効性 について問 う項 目につい て

は、右の グラフに見 られる ように 「大いに役 立

つ」「どち らか とい う と役 立 つ」 とい う肯 定 的

な回答が58%で あった。

過半数の教員 が、学校 評価 を実施す るこ とに

何 らかの意義 を見いだ し、何 らかの効果 ・成 果

が得 られるこ とを期待 している とい えよう。

学校評価へ の期待 は次の グラフか らも読み と

「学 校評 価 」は役立 つと思いますか

ロ大いに役立っ 団どちらかというと役立つ

口どちらかというと役立たないmま ったく役立たない

る こ とが で きる。学校 評価 について 「役立つ」 と回答 した肯 定的な教 員 に、その理 由につ い

「学校評価」が役立つと思う理由

Qa課 題に気付くことができる ロb学 校改革に役立つ
Od参 加意識が高まる

口g達 成感を確認できるOh進 路指導に役立つ
日iそ の他

て複 数回答 を許す条件で質問 した ものである。

「学校評価」に抵航を感じる理由

ロa正 確に評価されない
ロc態 勢・組繊がない

ロe役 に立たない
口g気 が進まない

俄

8

%

4

4

4

6

6

7

5

1

9

1

1

1

1

1

1

5

i

h

g
f

e

d

C
b

a

ロb自 信を失う
Od活 用できない・されない
国f行 う理 由がない
■h時 間・手間がかかる
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E
¥¥¥¥¥`
11/1111/i
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1
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とい う もの で55%で あ っ た 。 ま た 、 「そ の 他 」 の記 述 回答 に も

配 で あ る」 とい う趣 旨 の記 述 が もっ と も多 く見 られ た。 こ れ以 外 の 理 由 につ い て は どれ も ほ

回答数の多い順 に

① 「自校の課題 に気付 くことがで きる」

② 「学 校改革 に役立つ」

③ 「共通認識が持 てる」

④ 「参加意識が高 まる」 となっている。

これ らの結果か らは、教員個人の 意欲 の 向

上や達成感 ・満足 感の確認 とい うよ りも、 学

校評価 を通 して学校 の さらなる改善 を 目指 す

「教員の意識 改革」 に重 きを置 い てい る姿 を

見る ことがで きる。 、

この ような結 果 にもかか わらず 、学校 評価

が都立高校 において十分 には実施 され てい な

いのが現状であ る。 そ こで 、 「学 校 評価 に抵

抗 を感 じる理由」 について質問 を した結 果 が

左 の グラフであ る。

「抵抗 を感 じる理 由」 として もっ とも多か っ

たのが、「正確 に評 価 され ない 場合 が あ る」

「評 価基 準 につ い て不安 ・心
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ぼ同数であ った。

「抵 抗感の理由」の項 目aと 項 目e、f、9か ら、教員 には 「好 ま しくない結果がで るか

も しれない こ と」 に対す る心理的 な壁があ ることが推 定 される。 さ らに、 「適切 な評 価基 準

作 り」 「評価実施 の簡 便化」 「評価結果の活用方法の提示」 な どが評価実施 にあたって重要 と

なる ことが示唆 されて いる。

調査項 目③ についての結果が次の グ ラフで
外邸評価者によるr学校評価」実施について

唖 模的に難 したい 護 毒畿醒欝施したい あ る
。 外 部 評 価 を受 け る場 合 に意 欲 的 に な り

会社・企象

大学・煙大・專門学校

の順 になってい る。

特 に 「自校 の保護 者」については 「積極的 に評価 を実施 したい」 とい う割合が3096を 越 え

てお り、評価者 として重要視 している ことが わか る。いずれの評価者 につ いて も 「機会 が あ

れば実施 したい」 とい う傾 向が見 られるこ とか ら、まず、適当 な機会 を設定 して評価 を実 施

してい くこ とが重要 である。また、教員の心理的 な距離が近い評価者ほ ど評価実施 にあ ま り

抵抗 が ないこ とも評価者 の順番か ら読み とれ るこ とであ る。

最後 に、「評価結 果 を知 らせ る対 象」 に

結 果 を知 らせ る評価者 として、

① 「自校の教職員」

② 「自校 の生徒」

③ 「自校の保護者」

④ 「学 校運営 連絡協議会」

⑤ 「地域住民 」

⑥ 「中学生」 の順 になった。

この結 果か らも、教員の心理的距離が 近

うる評価者 としては、

① 「自校 の生徒」

② 「自校 の保護者」

③ 「自校 の卒業生」

④ 「地域住民」

⑤ 「中学生」

⑥ 「中学生の保護者」

い評価者 ほ ど上位 にあ ることがわか る。 この距離 を縮 めるために も 「地域」 に対 して積極 的

な広報活動 が必要 になるといえる。

以上 の結果 か ら見 えて くる 「好 ま しくない結果」 につ いての心理的 な壁 を少 しで も低 くす

る工 夫が、学校評価 を実施する際の大 きな課題 になっている。教員の意識改革 を促 し、学 校

評価 を有効 に活用 するために以下の ような課題 を解決す る必要があ る と考 える。

1.評 価項 目 ・事項 を絞 り込 み、評価 の目的 を明確 にすること

2.評 価項 目 ・質 問事項 を整理 して簡素化 を図 り、評価実施の準備 を少 な くするこ と

3.「 イメージ評価」 を重視 して広範囲 ・多数の評価者 か ら評価 を受 けられるよ うにするこ と

4.評 価結果 はビジュアル化 を図 り、多 くの人 にわかりや すいよ うな工夫 をするこ と

5.評 価結果 が活用 されるよ うに、各分掌の連携 による校内組織の活性化 を図 るこ と
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3学 校 評価 の評価基準案

「教員 の意識 について」で指摘 した よ

うに、学校評価の実施にあた り評価項 目 ・

事項 を整理 し、事前準 備 を行 ってお くこ

とが重要 であ る。学校 運営連絡協議会 の

評価委員会 において も、評価基準 の モデ

ルがあ るこ とが好 ましい と思われ る。 こ

の よ うな観 点か ら、評価 項 目 ・事項 の絞

り込み と具体 的な質問例 を試案 と して ま

とめ るこ とに した。

試案作成 にあた り、教育研究員所 属校

評価項自対照衰

_＼
1 冠 鐵

柾檀生他 中学生 塘域

生盤 像護唇 卒票生 生捷 傑護者 逸孝舞・脚匿驚 近隣
教砺針 陰 0 A 0 o ◎ ◎ O

敏
宵
活
助

媛粟B 0 o a O O D 一

学校行事Ic a 0 0 0 O D 0

驚慰落瞥 郎活勘D 0 0 0 0 0 0 O

生活痛導E 0 0 D o ◎ 0 ◎
進路指導F 0 0 o o e 0 D

像健・安全指導G 0 0 e 0 0 　 D

その億H

学
綾
経
営

学按驚詮・設儲 童 O 0 ム 0 0 一 0

町・IJ 一 0 一 一 0 一 一

広雛 馳1κ 一 0 D 0 0 0 A

その億lL

紀毎の意蘇On価 鍵施にあたうて是葬魯めておさたい項目

0簿 循賄 にあたつて含めてお倉たい項目
△ 欝価鍵縮にあたって含めておいてもよい項臼
一 鐸価璽施にあたって含めなくてもよい項目

・その蝕[=コ については.学検ごとに遷塞還駅する

の管理職 ・主任等 の教員 に対 して 「どの ような機会 に、 どの ような事柄 につ いて、誰 か ら評

価 を受け るか」 をア ンケー ト形式 で調査 した。 また、これ と並行 して 「東京都 公立 高等 学 校

学校評価 基準」他 につ いて検討 を行 った。その結果 、外部評価の評価基準 につ いては、次 の

ような結 論 に達 した。

1,評 価 項 目 ・事項に は校種 ・課程 による大 きな差 はな く、共通性 があるこ と

2、 年度 末 ・学校説明会 な どの複数の機会 に時間 をかけず に行 える簡便 な ものであ ること

3.外 部 評価 者 には 「イメージ評価」 を中心 に した評価 を実施 すること

4.外 部評価 者に わかりや すいよ うに、専門用語 は極 力用いない平易な表現 とするこ と

この ような結論か ら、「評価項 目対照 表」 と 「質問事例」 をま とめた。「評価項 目対照表」

(上図)で は評価者 を図 の1、H、 皿の3グ ループに分類 した。 評 価分 野 ・項 目は評価 者 別

に4つ の段 階に分けた4こ れ をもとに して 「質問事例」 では、各評価 分野 ・項 目ご とに3～

5例 に質問事項 をまとめ、試行の評価票 に応用 した。

4学 校評価 と 「学校 イ メー ジ評価」 の試 行

(1)評 価票 やイメージ評価票 の作成 の過程

1は じめ にの学校 評価の段階別実施概要(10頁)に 示 した 第1～3段 階 に対応 す る よ う

に、次 のA～Cの 試行 を都立高校3～4校 で実施 した。評価項 目対照表の3グ ルー プとの対

応 は下記の よ うになっている。なおBに つ いては、地域住民が学校 に対 して どの ような印 象

を持 ってい るのか とい う観点で の試行 を した。評価票 は、「評価 項 目対照 表」 を使 って作 成

し、次 ペー ジ以降 に試行 に使 った評価票の概要 を掲載 した。試行のサ ンプル数 は、1学 年6

クラス程度の 中規模学校 に該 当す る。この結果 を各学校の状 況 に合わせた評価票 の作成 、評

億実施 の参考に されたい。試行の分析結果の活用 については、次節で述べ る。

A.中 学生 とその保 護者 を対象に した 「学校 イメー ジ評価」一 評価項 目対 照表 の評価者II

B.地 域住民 を対象 に した 「学校 イメー ジ評価 」 評価項 目対照表 の評価者 皿の一部

C.在 校生 とその保護者 を対象に した学校評価 評価項 目対照表 の評価者1の 一部

(2)Aの 実施概要 とその結果(サ ンプル数 中学生113人 保 護者85人)

学校説明会で 、中学生 とその保 護者 を対象 に5分 程度で実施 した。次ペ ージのAの 評価票

の ように、質問 は主 に学校 の第一 印象 につ いて聞 くこ とに した。
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【A学 校 イメー ジ評価票】

学 校 イメージ を聞 くア ンケー ト 紀入者(○ をつけて ください)中 学生 、中学生の保護者

茎t30>項 ●r_つ いて、次の 茎一4の 基準 で該 当す る数字の類 に○印 をつけて下 さい。

1た いへんそ う思 う2そ う思 う3あ まりそ う思わ ない

4ま った くそ う思わ ない

韮 本撫 二入学 したい と思い ますか{入 学 させ たいと思 いますか1

2本 校 まきれい だと思い ますか

3本 校 ま進路指導が 充実 してい ると思 います か

4本 綬 まクラブ活勃が盛 んだと思 いますか

5本 校 ま生徒会 ・委 翼会活動が活 発だと思 いますか

6本 校 よ校則が しっか りしてい ると思 います か

7本 校の生徒は よく勉強す ると思 います か

8本 校の生徒は活 翌 ・活動 的であると思 いますか

g本 校の生徒 ま棄匿でお となしいと悪 います か

ll本 校の生徒 ま交通 ルー1レなどの社 会の規則 を守 っていると思 いますか

12本 校の生徒 ま礼儀正 しいと思 います か

13本 授の生徒 ま奉仕の霧捧 に富 んでい ると思 いますか

本校についての ご感想があ ればご記入下 さい。

全体 を通 じて、図1の ように都立 高校 に

対 して好感 を持 っている。学校の教 育課 題

となる事項 は、校 則について多様 な意見 が

出ていることであ る。 自由記述については、

学校 の課題 と して考 えるべ き意見があった。

図1「 学 校 イ メー ジ」

圏 たいへんそう思う 口 そう思う ㎜ あまりそう思わない

[Jま ったくそう思わない 層 無回答

中学生

保護者

is学 校 イメージ評価票1

()高 校の学校 イメージを聞くアンケー ト

■本校 に何回来 られ たことがあ ります か。〔今回を含めて)
1三 回以上2二 回3一 回4来 たことがない

■本校の行事 に参加 された り、参観された りしたものに、すべ て○ をつ けて下 さい。

1λ 学式2卒 業式3文 化祭4体 育祭5保 護者会6公 開講墜7校 庭開放

1㍉7項 目につい て、次のt、4の 基準 で該 当する数字の欄 に○ 印をつけて下さい

1た いへ んそう思う2そ う思う3あ ま りそう思わない

4ま った くそう.愚わな㌧・

1本 校の生徒は、学習や特別活動(生 徒会 ・委員会 ・部活動)に 励んでいると思いますか

2本 校 の生徒 が通学 している様子は良好だと思いますか

3本 捜1ま両掃 がいきt_ど き、整塊されていると思いますか

4本 校 の設備はよ く整備され良好だと思いますか

5本 校 にお子様を入学させたいと思いますか

6本 校の生徒は交通1レールな どの社会規範を遵守 している と思いますか

7本 校教職員の地域の方々への対応は良好だ と思い ますか

最 後に本校について何かあ りました ら忌揮のないご意見やご質問をお願い します.

地域 への対応 について 、「よくない」の 回答が1人 のみで、良 く評 価 され てい る

見て 、地域住民 は都立高校 をあたたか く見守 っている ことが わかる。一 方で 「無回答」 が 多

い こ とについ ては何 らかの対応が必要であ るといえ よう。

(4>Cの 実施概要 とその結果(サ ンプル数 在校生249人 保 護者50人)

在校生 に対 しては、ホームルーム時問 を利用 して学校評価 を実 施 した。在校 生の保護者 に

対 して は、保護者会 の中のクラス懇談会や生徒 を通 じて家庭 な どで実施 した。

評懸票の全 質問事項 の1～4の 各欄 を縦 に合計す ると、生徒 や保護者が学校 をどの よ うに

判断 しているかの参考 となる0そ の結果 は図H、ID(次 ペー ジ)の ような グラフとな り、概

ね良好 な結果 を得 られた と判断で きる。評価 票 の

(3)Bの 実施概要 とその結果(サ ンプル数

44人)

パ ン販売や トイ レ清掃 な どで学 校 と関 わ

りを持つ方 々と、学校 に隣接 してい る地域

住民 に機会 を とらえて左 図Bの ア ンケ ー ト

を実施 した。

図1の よ うに地域住民 も試行Aと 同 じよ

うに、全体的 に好感 を持 っている こ とが わ

かる。左図Bの 質問事項7で は、教 職員 の

。 総 合的 に

個々の質問項 目ごとの集計や 自由記述 を見る と、

試行校が抱 えている教育課題 がわかる。

在校生 を対 象 に した結 果 をみ る と、 「あ ま りそ

う思わない」 が多 く、それ を中心 に学 校への消 極

的な回答 も見受け られ る。 これは生徒 の心身が ま

だ発達段 階 にあ ることを考慮すれば、ある程度 や

む をえない傾向 と もい え よう。 その 中で 、 「たい

一
匹

無回答

4ま ったくそうix

3あ ま
わ
鱗

1た いへんそ

う思う

う息う
n
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C学 校 評 価 の た め の 評 価 票 平成 年 月 日

1～19の 質問事項について、次の基準で、1～4の 該当する数字の欄にO印 をつけて下さい。

1た いへんそう思 う2そ う思 う3あ まりそ う思わない4ま ったくそう思わない

質 問 事 項 1 z 3 4

1本 校に入学 してよかった

2校 長や担任を通じ、学校の教青方針が伝わる機会が多い

先生の教え方や説明は、わかりやすく、楽 しい侵業が多い3

4授 業の進み方や内容は自分の学力に合っている

5実 験 ・実習 ・観察 ・見学などの時間が多く、実際的な経験を多く積むことが出来
る

6わ からない箇所や疑問点に対 し、先生はよく質問に答え、指導してくれる

7選 択科目が豊富で、自分の興味 ・閲心 ・遺路に合ったものが多い

8成 績評価では、何が基準となるかの脱明がよくなされている

9学 校行事が盛んで、みんなが楽 しく参加 している

10ホ ームルーム活動が盛んで、日頃の話し合いや行事のとき、クラスみんなが積極的に参加し
ている

U部 活動が活発で、積極的に診加している生徒が多い

12本 校は生活指導に熟心で、基本的な生活習慣についての指導がよくなされ
ている

13本 校の先生の生活指導についての指導方法はよく理解できる

14本 校では、将来のことや進路のことについて考える授業 ・ホームルーム・
鋭明会などが多くあり進路選択の参考になる

is本 校では進路についての情綴をよく提洪 してくれ、進路指導室などでは
知りたいことがよくわかる

16本 校には危険な施設や場所はなく、どんな所でも安心して使える

17本 校では生徒の健康管理によく配慮してくれ、健康に関する相談によく応じ
てくれる

18教 室 ・特別教室 ・実習場 ・運動施設などはよく0さ れていて、使いやす
い

19本 校には他校にない特色がある

総 計

パーセンテージ

鴨 鵜んそ

校への意見を自由に書いて下さい

へ んそ う思 う」 が多い点 は、学校 の長 所 と

して とらえることがで きる。

それに対 して、保 護者 を対象 に した結果

をみる と、「そ う思 う」 が多 く、 そ れ を中

心 と した結 果が見受 け られ る。 これ は 、 あ

る程度 学校 に対 して信 頼があ ると考 えて よ

い。その中で、 「まった くそ う思 わ ない」

が多 い部分 につ いては、学校 の教 育 課 題 と

考 えるべ きである。

保護者 の回答で留意す る点 は、無 回答 が

多い こ とであ る。そ の理 由のひ とつ は、 ほ

ぼ同 じ評価票 を使用 したこ とにあ り、保 護

者 と生徒で質問事項 を分 けて作成 した方 が

よ り正確 に評価がで きた と考 え られ る。 ま

た、学校の教育活動が十分 に伝 わ らず 、 理

解 されていない部分があ るとい うこ とも考 えられ る。

(5)試 行 の まとめ

評価者 と して中学生 とその保護者 は都立高校 に対 して非常 に好 意的であ る とい う印象 を

受 けた。評価 を最初 に実施す るときに試 行Aの ような企画は有意義 とい える。 これ を も と

に試行Cの ような評価票 を評価委員会等 で作成 してい く。地域住民 に対 して試行Bの よ う

に把握 しておけば、地域 の学校 理解の糸口になる。

最後 に今 回の試行で、現 時点 において も、都民 は学校 に対 して冷静 に評価 してい る こ と

を感 じた。

5学 校評価結果 の活用方 法

学校評価 に関する試行 か らも様 々な学校 教育の問題 や教育課題 を挙 げる ことがで きる。 こ

れ を 「集計」 と 「分析」 で終 わ らせないために、学校評価 の活用方法 を検討 し4点 の提言 と

したい。

1.学 校評価 の結果 か ら学校 の課題 を把握 し、それに対応 した校内組織 の整備 を図 る

例 えば、試行Cの 学校評価票(上 図)の 質問項 目7「 選択科 目が豊富 で、 自分 の興味 ・

関心 ・進路 に合 った ものが多 い」 につ いて、在 校生249人 中、 「あ ま りそ う思 わな い」 と
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「まった くそ う思わない」 の合 計が170人 であ った。保護者では、50人 中17名 が無 回答 で、

17名 が在校生 と同様の意見で あった。 これ は、在校生 と保護者は教育課程 に対 して不 満足

と分析 で き、学校の教育課題 と受 け止め られ る。新学習指導要領への移行 を控 え新教 育 課

程が検討事項 にな り、学校運営連絡協議会 において地域か ら も多様 な意見や要望 が出 され

るであ ろ う。校 長の下 に検討課題 に対応 した専 門の委員会 を設置 し、教職員以外 の委員 と

して学校運営 連絡協 議会の外部委員 に委 嘱 し、在校生 や保護者 、地域 のニーズを取 り入 れ

た新教育課 程 を編成す る。

2.学 校評価 の結果 を活 か した広報活動に取 り組 む

試行の 中で評価者 によって は 「無 回答」が 多 く見 られた 。 回答基 準 に 「わか らない」

「普通」 な どがないため に 「無回答」 になったのか 、その質 問事項 に関連 す る教育 活 動が

十分 に伝 わって いないため に 「無 回答」 になったのかの分析 が必要 であ る。後者の場 合 に

は 、評価者 に対 してその質問事項 に関連 した教育活動について、十 分 な広報活動が必 要 と

なる。広報活動 につ いては、本研究部会 「開かれた学校づ くりを目指 した広報活動の推進」

にお いて研究 され、広 く外部 にPRす るための工夫が考 えられてい る。地域 に十分 に学校

が理解 されるこ とで、都民 に信頼 される都立高校が生 まれ るのであ る。

3.評 価結果 か ら得 た教育課題 を分類 ・整理 し、全都立高校 に共通 した形式 で保存 する

今 回試行 を4校 で実施 した。教育課程や生活指導な どで各学校に共通 した教育課題があっ

た。この共通課題 は全 都的に対応 する ことで、効率 よ く円滑 に理解す るこ とが で きる。

そのために全 都立高校 に共通 した形式 で、いつ 、何 を、 どう評価す るか、教育活 動 につ

いて評価 の時系 列 を定め る。評価実施後に結果 を受 け、各主任層 は共通 した形式 を使い 、

日時 ・問題 点 ・問題の解決過程 ・短期的解 決策 ・中長期 的改 善策 の指摘 をまとめ る。学 期

末 ・学年 末に企画調整会議や職員会議 に提 示 し、学校運営連絡協議会 に報 告す るこ とで 、

今後 の学校 の教 育課題 を共通の認識 とす ることがで きる。担 当者 が代 わ って も、共通 した

形式 が残 る ことで各都立高校 での継 続性 を確 保 しつつ、広 く都 立高校全 体 と して課題 を把

握す る ことが可 能 となる。

4.中 高連絡協議 会等において も外部評価 の結果の活用 を図 る

中学 生 と保護者 に対 して実施 した 「学校 イメージ評価 」の結 果 と在校 生 と保護者 に対 し

て実施 した学校評価の結果 にお いて、教育課程、学習指導、校則 などの生活指導 、進 路 指

導 について両者 に差異が あった。この ような外部評価結果 に差が生 じた事項 につ いて、 都

立学校の学校運営連絡協議会 だけで はな く中高連絡協 議会等 において も協議 ・検討 され る

ように期待 したい 。生徒 の発達段階 を考慮 しなが ら、 中学校か ら高校 までを見通 し、一 貫

した指導 を立案 してい くこ とが可能 となる。
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IV開 かれた学校 づ くりを目指 した広報活動の推進

1は じめに

従 来か ら、都立学校で は開かれ た学校づ くりを 目指 し、学校 新聞、生 徒会 だよ り、PTA

広報等 の発行 や施設開放、公開講座 、学校説明会 など、様 々な形での広 報活動 を行 なって き

た。

しか し、多 くの場合 、生徒 とその保護者、中学校へ の学校紹介程度 であ り、広 く都民 ・地

域 社会(近 隣地域住民 ・企 業 ・商店 ・学校等)に 対 して教育 目標 、教育 課程、授 業公開等 の

学校運営や教育活動 に関する情報 を公開する広報活動が積極 的に行 われて こなかった。 この

ため 、広 く地域社会 に学校情報 が伝 わ らず 、まだ まだ、都立学校は開かれている学校 とはなっ

てい ない。

近年、学校 とのつ なが りが希 薄だった都民 ・地域住民が学校運営や教育活動に関心 を示 し、

その内容 を知 りたい と望 む人 々が多 くなった。こ うした人 々の要望 を的確 に把握 し、必要 と

す る情 報 を学校 自らが積極的 に広 く公 開す るこ とが 、「開かれた学校 」 づ くりを推 進 す る上

で 必要不 可欠 となった。

そ こで、都民 ・地域社会 に公 開す る学校情報の内容 と、その情報 を正確 、迅速 、そ して双

方 向に伝 達す る方策 を検討 した。

都 民 ・地域 社 会

(近 隣 住 民 ・企 業 ・商 店)

ス クー ル レター 学校評価結果 ・公 開講座 ・施設 開放

インター ネッ ト 学校運営連絡協議会 ・授業公 開等

学校説明会 ・学校訪問 ・体験入学等

広 報 活 動

ス ク ー ル レタ ー

イ ンタ ー ネ ッ ト

2広 報活動 に関す る教職 員の意識調査 について

(1)ア ンケー ト調査 の実施

中学校や高校 の先生方 が、中学校 に対 しての広報活動 につ いて、 どの ように感 じて い る

か、その必要性 につ いて どう考 えているか、ア ンケー ト調査 を実施 した。 また、高校 の教

員 に対 して は、近隣地域 に対 しての広報活動 についてア ンケー ト調査を実施 した。アンケー

トは、4区4市 の 中学校教員90名 、教育研究員所属校の教員152名 を対 象 に実施 した。
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【調査項 目】

中学校 と高校の教員 に対 してのア ンケー ト

① 「都立高校の教員 は、中学校 に対 して、広報活動 を充分 に行 っているか。」

② 「都立高校の 中学校 に対する広報活動 は必要 か。」

高校の教員 に対 しての アンケー ト

③ 「近隣地域住民 に対 して、広 報活動 を充分 に行 っているか。」

④ 「近隣地域住民 に対 しての広報活動 は必要 か。」

(2)調 査結果 と考察

①の結果 ②の結果

　
中学校の教員

高校の教員

一
0

0

鵬よくやっている ■まあまあやっている

層あまりやっていないaま ったくやっていない

中学校の教員

高校の教員

0%20%40%sox80%100瓢

働ぜひ必要である 墜必要である

aあ まり必要でない ロまったく必要でない
1一

この結果 か ら、中学校 の教員 も高校の教員 も 「都 立高校 は、中学校 に対 してあ る程 度広

報活動 をやっている」 と読 み取 る ことがで きる。 また、都立高校 が中学校 に対 して広 報 活

動 を行 うことは、多 くの教員 が必要 なこ とと感 じている ようである。

③の結果 ④の結果

近隣住民に対して

全く孫 てし'

あ鷲 ～

一 一

護醜

近瞬住民に対して

あまリ必璽な 全く必要ない

近 隣住 民 に対 して 、広 報 活 動 を 「あ ま りや っ て い ない 」、 「全 くや っ て い な い」 と答 え た

高 校 の 教員 が6割 を超 えて い る 。 また 、近 隣 地域 の住 民 に対 して 、広 報 活 動 がrと て も必

要 」、 「少 し必 要 」 と答 えた教 員 が9割 以 上 もい る 。

以 上 の ア ンケ ー ト結 果 か ら、 中学校 へ の 広報 活 動 につ い て は 、充 分 で は な いが 、 あ る 程

度 は 行 わ れ て い る と考 え られ る 。 しか し、 近 隣住 民 に対 す る広 報 活 動 につ い て は 、依 然 と

して不 十分 な状 況 にあ る と捉 え る こ とが で きる 。 そ こで 、 こ の研 究 にお い て は 、 近 隣 地 域

に対 して の 広 報 活 動 につ い て 焦 点 を絞 り、研 究 を進 め る こ とに した。
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3こ れか らの広報活動の あ り方

(1)学 校 にお ける広報活動の意義

これか らの学校教育 は、学校の 中だけで な く、学校 と地域 が連携協力 して行 うことが 重

要 になって くる。 とりわけ、高校教育 には地域 と協力 して、 インターンシ ップの推進 、 ボ

ランテ ィア活動の推進 、公 開講座 な ど学校 開放事業の充実、社会人講師の授業 の導 入、 地

域 の人材の育成等が求 め られる。この ような事業 を円滑 に導入 かつ運営 してい くためには、

学校 か ら地域 に対す る広報活動が不可 欠である。 また、学校運営 に地域住民 の意向 を反 映

させ るため には、何 よ りも学校 か らの情報発信が基本であ る。

広報活動 は、 目先の教育課題 を解 決す る ことに直接結 びつか ないため に、学校 にお いて

はやや もす る と軽視 される傾 向がある。そ こで、学校が広報活動 を積極的 に推進 して い く

ため には 、教職員一人一 人が広報活動の意義 を理解する必要があると考 え、以下 に整理 した。

○ 家庭 や地域 に生徒 の学校生活 の様子 を よりよ く理解 して もらえる。

○ 学校 に対す る理 解 と協 力が深 ま り、家庭や地域か らの支援が得やす くなる。

○ 各都立高校 の特 色や教育方針 を理解 して もらい、不本意入学者 を減 らせ る。

○ 学校情報 を家庭 ・地域 に発信 し、学校 に対す る意見、助言等 を収集で きる。

以上の意義 を踏 まえ、本研 究部会 では学校 にお いて現在最 も不足 している と判 明 した、

地域社会 に対 する広報 と して、実践 可能な広報活動 の内容 と方法 につい て検討 した。

(2)地 域社会 に対 する広 報活動 の内容 ・方 法

地域社会 に対す る広 報の内容 と しては、以下の視点 を取 り入 れるこ とで よ り充実 した広

報活動が展 開で きる と考 えた。

① 地域社会 に対 する広報活動 の内容

ア 学校 の グッ ドニュース を伝 える

一般 に悪 いニュースはす ぐに広 まるが、これ までの都立高校 はその よい点 をあ ま り

地域 に伝 えて こなか った傾 向がある。そこで 、学校の イメージア ップ等 の利 点 も考 慮

しなが ら、学校 の よいニュースを もっ と伝 える必要があ る と考 えた。

イ 学校評価 の結果 を伝 える

学校評価 の結果 を伝 える ことで、学校の よい所 を理解 して もらい、 また、不足 じて

い る点 については改 善の方向等 を示す こ とで,学 校への理解 と協力が よ り一層高 ま る

もの と期待 で きる。

ウ 学校 運営連絡協議会 の報告 をする

学校 運営連絡協 議会 に、地域 の代 表者等が参加 してい るこ とか ら、協議会 の内容 を

学校 内部だけではな く、他 の地域住民 に も報告す るこ とが学校 には求め られている。

また、協 議会 の場 を利用 して、広報活動 を評価す るこ とが広報の発展 と継続 に欠か せ

ない と判断 した。

工 公 開講座等 の地域 が求 め る情報 を提供 する

地域 に対 する広報 と しては、当然 、地域の 人たちに とって有益 な学校情報 を提 供 す

る必要 がある。例 えば、公開講 座に関す る情報 、学校施設 開放 に関す る情報 等 は地 域

住民 が求める ものである。
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② 地域社会 に対 す る広報 活動 の方 法

広報 の方 法 と しては、以下の3通 りの方法 を検討 した。

ア 学校 運営連絡協議会 の開催

平成13年 度 よ り、全て の都立高校 において実施 される こととな り、本協 議会 を地域

に対す る広報活動 を行 う場 ととらえるこ とが必要である。 また、協 議会 を通 じて広報

活動 を評価 し常 に改善 してい くため に、協議会の議題 に広報 を取 り上げてい くこ とが

不可 欠である。

イ イ ンターネ ッ トの開設

インター ネッ トによ り、学校 に関する情報 を必要 とす る者 に対 して、即時 に提 供 で

きるため 、今後活用の範囲が広が るもの と予想 される。 また、地域 か ら学校 に対 す る

要望や疑問 、率直 な意見等 を収集 し、比較的時間をおかず対応す る ことがで きる。

ウ スクール レターの発行

学校 の現状 を地域 に向けて知 らせ るために、本研 究部会ではス クール レターの発行

を提言す る。本研 究部会 の構想す るスクール レター とは、 これ まで学校が生徒 や保 護

者 を対象 に発行 して きた学 年だ よ りやPTA広 報誌 を基本形 と して 、掲載 内容 を地域

対象 と した もの を考 えた。 また、地域へ の配付方法 と しては、原則 として学校 運営 連

絡協 議会 を通 じて行 うことが効率的である。

学

校

(ア)

学校運営連絡協議会

(イ)

t一 ム ペ ー ジ

電 子 メ ー ル

(ウ)

イ ン タ ー ネ ッ ト》 E

ス ク ー ル ・レ タ ー の 発 行

ス

ル

セ

一メ

ク

子

ア

電

地

域

社

会

(3)広 報活動 の評価

広報 活動 を充実かつ継続 させ るため には、適時 にその活動 の評価 をす る ことが極 めて大

切 であ る。本研究部会で は、広報の評価 に当た って は、学校 運営 連絡協 議会 を活用 し、 そ

の会期(学 期 に1回)ご とに評価活動 を行 うことが望 ま しい と した。

また、外部評価 に広報 の評価項 目を設定 し、教職員 による内部評価だ けで な く、外 部 評

価 を受 ける ことで よ り充実 した広報 になる と考 えた。以下 にその設問例 を掲載す る。

評価の観点 設 問 例 評価点

広
地域社 会へ ① 学校 は地域 に対 して、情報 を発信 してい るか。 123

報
の広報活動 ② 学校 の情報が地域住民 に正 しく伝 わったか。 123

③ 学校 運営連絡協議会 の中で、広報活動 を評価 したか。 123

}
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4イ ン タ ー ネ ッ トとス クー ル レ ター 匹

(1)イ ン タ ー ネ ッ トの 活用

二 十 一 世 紀 を 目前 に して コ ン ピュ ー タネ ッ トワ ー ク の整 備 ・充 実 と と もに 、企 業 、 家 庭

にお け るパ ソ コ ンの導 入 は 、 イ ン ター ネ ッ トの利 用環境 を急速 に整 えた。 その情 報 の グ ロー

バ ル化 、即 時性 、双 方 向性 に よ り、 イ ン ター ネ ッ トの有 効 性 、実 用 性 は多 くが 認 め る と こ

ろで あ る 。

学 校 にお け る イ ンタ ー ネ ッ ト環 境 も、100校 プ ロ ジ ェ ク ト(情 報 処 理 振 興 事 業 協 会 と財

団 法 人 コ ン ピュ ー タ教 育 開発 セ ン ター との共 同事 業)を きっか け に、学 校 へ の イ ンター ネ ッ

トの 導 入 や 、民 間企 業 に よる導 入 支 援 等 の試 み が 始 ま って い る。

都 立 高 校 にお い て も、

進路 指導へ のイ ンターネ ッ

ト接 続 パ ソ コ ンの 導 入 を

は じめ と して 、 イ ン タ ー

ネ ッ ト環 境 が 整 い つ つ あ

る 。

この ような、ネ ッ トワー

ク社 会 で は、学校 と地域 ・

社 会 と を結 ぶ 有 効 な 広 報

活 動 の媒体 と して イ ンター

ネ ッ トが 大 きな役 割 を 果

たす 。 この よ う な観 点 か

ら イ ン ター ネ ッ トを活 用

した効 果 的 な広 報 活 動 の

あ り方 を検 討 した 。

① ホ ー ム ペ ー ジの例

<<地 域 一社 会 〉 〉

企巣・商店等 地城住民・家庭等 字校等

ロ ロ ロ

イ ンターネ ッ トによる広報活動 の概念図

イ ンター ネ ッ トは、 ホームペ ージ を開設 す るこ とで学 校 の持 つ 様 々 な情 報 を積 極 的 に公

開す る こ とが可 能 で、 さ らに、電 子 メ ール を活 用 す るこ とで双 方 向 で情 報 を交 換 す る こ と

が で きる。 コ ミュニケ ー シ ョンツ ール と して の イ ンター ネ ッ トは、 学 校 と地 域 社 会 と を結

ぶ 広 報 活 動 に大 きな役 割 を果 た し、 地域 社 会 に 開 か れ た 学 校 を推 進 す る有 効 な手 段 と考

え るこ とが きる。 ホー ムペ ー ジの開 設 によ り、次 の よ うな情 報 の公 開 が 考 え られ る。

ホ ー ム ペ ー ジ 電 子 メ ー ル

・学 校 紹 介 ・部 活動 紹 介 ・入学 案 内 ・各種要望 の受付

・転 編入学案内 ・授業風 景 ・教科 内容 ・苦情の受付

・公開講座案内 ・学校 の沿革 ・学校 の特色 ・問 い 合 わせ の受 付 ・回答

・行事 案内 ・学校運営 連絡協議会報告

・学 校新聞の掲載 ・学校評価 の結果

・電子掲 示板 ・各種証 明書 の申請手続 き など な ど

次 に 、 ホ ー ムペ ー ジ の具 体 例 と して 、二 例 掲 載す る 。例1は 補欠 募集 案 内の ホ ームペ ー
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ジの例 、例2は 学校運営連絡協議会の報告ペ ージの例であ る。
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L⊥ 撤 募集案内のページ
例2学 校運営連絡協議会 のペ ージ

こ の よ うに 、 ホ ー ム ペ ー ジ上 に学 校 の各 種 情 報 を掲 載 す る こ とで 、 地域 住民 ・中 学 生

を は じめ と して 、広 く都 民 ・地域 住 民 に学 校 情 報 を公 開 で き、積 極 的 な広 報 活 動 が 可 能

で あ る 。

② イ ン タ ー ネ ッ ト活 馬 あ留 意 点

現 在 、多 くの高 校 が イ ン ター ネ ッ ト上 で ホ ー ムペ ー ジ を公 開 してい る 。 これ らの ホ ー

ム ペ ー ジ で 公 開 す る情報 は 、 不特 定 多 数 の 人 々 が 閲覧 して い る 。 これ らの こ とか ら、 情

報 を公 開 す る上 で 考 慮 しな け れ ば な らな い こ と と して 、生 徒 、職 員 の個 人情 報 や 写 真 な

どの プ ラ イバ シー に関 す る保 護 が あ る 。 また 、電 子 掲 示 板 、電 子 メ ー ル で の情 報 の や り

と り も、 設 置者(学 校)が 意 図 した活 用 を 、情 報 を見 る側 が どの よ うに と ら える か で 、

真 意 と異 な るお そ れ が あ る 。 この こ とか ら、 ホ ー ムペ ー ジ を開設 す る た め には 、 校 内 に

ホ ー ム ペ ー ジ を作 成 管 理 す る組織(委 員会 、部 会 な ど)を 設 置 し、作 成 、 変 更 、 管 理 す

る 必 要 が あ る。

(2)ス クー ル レ ター の 発 行

開 か れ た学 校 づ く りを推 進 す る 上 で 、学 校 近 隣 に対 す る 広報 活 動 が必 要 不 可 欠 で あ る 。

しか し、前 述 の イ ン タ ー ネ ッ トの み で は ホ ー ムペ ー ジを 閲 覧 で きな い 人 々 もい る。そ こで 、

学 校 近 隣 の 住 民 に対 す る広報 活 動 と して 、 ス クー ル レ ター の 発行 、配 布 が 有 効 な方 法 と し

て 考 え られ る 。

ス クー ル レター の 編 集 、 発 行 、 配 布 は 、広 報 を担 当 す る 分掌 、委 員 会 な どが 考 え ら れ 、

そ の掲 載 内容 は 、 ホ ー ム ペ ー ジ の 例 と同様 に想 定 で きる 。 ま た 、配 布 方 法 と して は、 学 校

運営 連 絡協 議 会 や 近 隣 自治 会 を通 して行 う こ とが 考 え られ る 。
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次 に 、 ス ク ー ル レ タ ー の 一 例 を 示 す 。

スクール レター

嚇轟 雛 灘蕪蕪
発行=OO高 校 広宰賠β

電話:XXXX-XXXX

XX号 平X12年4月O日 発行

学校長の挨拶

口口 口 ロロ ロロ ロ ロロ ロロ ロロロ ロロロ

ロロ ロロ ロロロ ロ ・ ■・ ・・…

Oo96～8脚

OO部 春季大会出場

○○高校○○部 は、4月 ×日(口)△ 口

運動公園競技場にて、 ロロロロロロロロロ

ロロロロロロロロロロロロロロロロ …

学校運営連絡協議会のお知らせ

7.趣 旨 説明

口[]口 口口口 口ロ ロロ ロロ ・`"

口口 口 口ロロ ロ ロロロ ロロ ・…

口口 口 口口ロ ロ ロロロロ ロ ・ …

2.委 員の紹介

口口口口口口口口口ロロロ

ロロロロロロロロロロロロ

ロロロロロロロロロロロロ

3.今 後の 日程

口 ロロ ロロ ロロ ロロロロ ロ ・ …

口 口ロ ロロ ロロ ロロロロ ロ ・ …

ロロロ ロロ ロロ ロロロロ ロ ・ …

授讐鱒1の お劒δ世

○○高校 では、次の 期間授業

公開を行います。

地域の方々に、・・・…
.............

癬
期 間 ○月×日(月)～ 口月△ 日(土)

詳細は、広報部までお問い合わせ下 さい。

匹]口 ・灘 欝 畿 口口口・
ロ ロロ ロロ ロロロ ロ ロロ ロ ロロ ロ

ロ ロロ ロロロ ロロロ ロ ロロ ・ ・・ ・・…

ロ ロロ ロロロ ロロロ ロロ ロ'0'''"`
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Vま とめと今後の課題

今年度 、教 育経営 部会 で は、「都立学校等あ り方検討委員会報 告書」(平 成10年3月 報告)で

述べ ている不登校 や中退対応、進路指 導、個 に応 じた教育 の多様化 な ど、都立学校 が直面 して

いる さまざまな教育課題 を解決 し、魅力あ る都立学校 を創造 してい くために、「開か れた学校 」

づ くりの推 進 をよ り一層進め る必要があ ると考えた。

そ こで、「開かれた学校」づ くりを積極的 に推進す るには、都 民、 保護 者 、地 域社 会 等 と連

携 ・協 力が不可欠であ ると考 え、社会人が授 業参加 する授業公 開等 の研究 とその提 言、教員 の

意識改革 につ なが る 「学校評価」、「学校運営連絡協 議会 」 を視野 に入れた 「イメー ジ評価」 の

試 行 と分析 、そ して地域社会 に対す る 「広報活動」 の方法の三 テーマにつ いて研 究 し提言 と し

て まとめた。

「II常 に開 かれた学校 を見据 えた授業公開の試 み」 では、現在 の都立学校 の現 状 をふ まえ

て、身近 な日々の仕事の 中か ら 「常 に開かれた学校」 に してい くための、アイデ ィアや具 体

的 な試み を提案 した。 さらに 「開かれた学校」 の視 点 を授業 開放型 に定 め、全 くの平常授 業

に社会 人が参加体験 す るとい う、新 しい実践 を行 った。社会人(保 護者)へ の平 常授 業 の体

験 参加 に関す るア ンケ ー トも実施 した。

「皿 開かれ た魅力あ る学校づ くりを推進す るための学校評価 と有効活用 の工夫」で は、学

校評価 を教員の意識改革 を促 し、生徒 ・保護者 ・地域 のニーズに合 った都立 高校 に改革 して

い くための手段 と位置づ けた。学校説明会参加生 徒 と保 護者 、在校生 と保 護者、地域 に対 し

て 「イメー ジ評価」 を試行 し、その際の質問項 目、用紙、集計 表、集計結果 と分析 を示 した。

また、「評価 委員会」 を校 内の分掌 と独立 した委員会 として新 たに作 るこ とを提案 したい 。

この委員 会 を中心 に して 、学校評価 を広報活動 、授業 公開に結 びつけてい く必要があ る。

「IV開 かれた学校 づ くりを目指 した広報活動 の推進」 では、ア ンケー ト調 査 に基づ いて、

学校 が未だ十分 な広報 を行 ってい ない地域社会 に対 して、 どの ような情報 をどの ように発 信

してい くか とい うことについて研 究 した。研 究の結果 、スクール レター(地 域 向けの学校 広

報誌)の 作 成 とインター ネ ッ トにおけるホームペ ージ作成 の具体例 を提示 した。

「開かれた学校づ くりの推進」 と して、「授業公開」、「学校評価」、「広報活動」の3つ のテー

マについて検討 した。本報告 に示 した ように 「授業 公開」、「学校評価」、「広 報活動」 は、教

職員 の意 識改革 とそれ に続 く都立高校の改革 を促 し、広 く都民 に対 して 「開かれた学校」 づ

く りを 目指す ものであ る。そのため には、校 内運営体 制 を改善 し 「学校運営 連絡協議会」 が

充分 に成果が上げ られ る組織 として 、定着 させ る必要がある。

今 後の課題 として、学校運営連絡協議会の提言、学校評価の結果 を各学校が どの ようにフ ィー

ドバ ックさせ るのか、そ のための校内運営体制の確 立 と具体 的方策の検討 が必要であ る。

最 後に、 「学校運営連絡協議会」 を定着 させ、学校 評価 を活か して教職員の意識改革 を図 り、

都立 高校改 革 を推進す る一つ の柱 とす る必要があ る。都立学校 が直面 してい るさまざまな教育

課題 を解決 し、都民 に信頼 され、魅力あ る都立学校 を創 りあげるため に、本研 究が一助 となれ

ば幸 いである。
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